
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

　地域の教育力（人材、資源、環境、文化）を最大限に活かす取組の一つとして、宮本町にお住
まいで以前、高校で理科の教鞭を執られていらした先生をお招きし、「自由研究のヒント」になれ
ばということで、夏休み前の５・６年生の理科の授業をお手伝いしていただきました。 

 
　授業の中では、「誰かが意見や考えを発表してくれたら必ず拍手、自分と違っていても拍手で讃えよう！」がル
ールです。そして、理科の実験では、「データをしっかり残し、それを繰り返すことにより、何かしらの傾向が見
られる。得られたデータをグラフ等で可視化すると･･･関係性が見えてきます。何が見えてくるでしょうか？それ
をどう捉えるか？」が、実験のおもしろさです。また、単なる「楽しかったね！」で終わるのではなく、実験を
通して「ものの違いや個性に視点をもつこと、その結果の美しさ、感動を味わってほしい。」「まずは不思議だな
と思うこと、興味をもつことは、楽しいことや新しい発見につながる。」との話しもありました。「人との関係も
一緒ですね！」と教えていただいたように感じました。 

学校通信

　２学期が始まりました！ 

　昨年よりも１週間ほど長かった夏休みが終わり、西小の子どもたちが学校
に帰ってきました。日焼けした子どもたちの表情から「子どもたちは、この
夏どんな体験・挑戦をし、どのように成長したのか？」と考えるだけで、私
たちもワクワクし、楽しい気持ちにさせてもらえます。２学期は、学校でも
実りの時期を迎えます。運動会をはじめ、子どもたちが楽しみにしてくれる
行事も盛りだくさんです。 

【更生保護女性会から学校へ贈呈】

　７月11日（木）更生保護女性会の代表の方４名が来校され、
学校へ手縫いの雑巾と子どもたちへビスケット等が寄贈されま
した。長年にわたり、学校や子どもたちへの支援に感謝してお
ります。贈呈式後の代表の皆さんとの情報交換・懇談では、子
どもたちの安全確保や地域の見守り方・関わり方など、様々な
現状や課題について率直な話し合いができたこと、今後も学校
への協力が得られる関係性が築けたことは、学校としても大変
心強く、また、ありがたいことです。 

　今後、年明けの２月には６年生を対象とした薬物乱用防止教
室で、会の皆様にはお世話になる予定です。

【身近にある化学の実験・５年生】 【物体の動きの実験・６年生】

 　５年生では、ミョウバンを水に溶か
し、加熱させ、その後、冷却させるこ
とで結晶を観察したり、ろ紙に水性マ
ジック（茶色）で印をつけ、それを水
に浸して、色を分解する実験です。茶
色を構成する青や黄色、オレンジ等の
色素を観察したりしました。 
　６年生では、10 円玉を使い、運動の
本質にせまる実験を行いました。また、
地球の自転や公転の速度を計算したり、
音速（マッハ）との違いからその速さ
をイメージしたりました。
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  子どもたちの元気な声が西小に戻ってきました！前職が教
育行政職だったこともあり、職場は大人ばかりで、時折、電話
対応の声が聞こえる程度の静かな環境で、子どもたちの声を
聞く機会がほぼなかったです。今は、朝から子どもたちの元気
なあいさつや笑い声、そして笑顔に接することができ、とても「う
れしく、楽しい」という気持ちになり、「今日も頑張るぞ！」という
エネルギーをもらって、元気になれます。そして、子どもたちの
生まれながらにもっている「ものすごい力、可能性」に気づかさ
れます。私たち大人にとって、子どもたちは元気を与えてくれる
存在であり、「希望」であり、「未来！」なのですね。 

　 ２学期のはじめに、そんな思いを実感しました。

【手話教室での質問タイム】

【学校保健委員会グループ協議の様子】

　７月３日（水）第１回学校保健委員会が開催されました。
当日は、お忙しいところ学校医の先生、ＰＴＡ保健体育安
全部、ＰＴＡ本部の方々をはじめ多くの保護者の方にご出
席いただきました。 

　会議では、本校の体育主任、養護教諭から体力向上への
取り組み、健康診断結果について報告した後、学校医の先
生から指導助言と留意点などについてご意見をいただきま
した。後半は、健康課題に関するアンケート結果から、メ
ディアコントロールを中心に参加者にグループ協議をして
いただきました。今後、協議内容を含め、健康課題や取組
などの情報を発信したいと思っています。

手話教室（４年生） 
　桐生市福祉課の協力を得て、手話の基礎を学びました。手話を使った
挨拶や簡単なやりとりを学習した後の質問タイムでは、Ｑ「字どう覚え
たのですか？」Ａ「聾学校というところで、みんなの２倍３倍時間をか
けて学びました」Ｑ「必ず持っているものは何ですか？」Ａ「スマホで
す。昔は紙と鉛筆です。困った時に使います。」Ｑ「目覚まし時計は？」
Ａ「振動で時間を知らせるものがあります。」Ｑ「新しい言葉は？例え
ば「令和」「新型コロナ」など」Ａ「手話協会で作成してくれます。」 
最後に、Ｑ「困っている人に会ったらどうしたらよいですか？」Ａ「困
っている人ごとに対応は異なります。何に困っているのか、聞いてあげ
て、手伝えることがあれば手伝ってあげましょう。」参加した児童は、
手話を通して、思いやりや人に親切に接することの大切さを学びました。 

中学校との連携（６年生）図画工作 

  中央中学校から美術の先生をお招きし、６年生の図工を担当して
もらっています。教科の専門性を生かした授業を通して、子どもた
ちは作品制作において、より専門的技能を学べます。また、中学校
の先生から直接授業を受けられるため、中一ギャップの解消にも寄
与するものと考えます。この日は、「将来なりたい職業」を紙粘土
を使って造形していました。今年度の６年生はスポーツ選手が多か
ったように思われます。２学期からは、３年生の図工でも指導しても
らう予定です。 

小学校で英語の授業 

　英語は中学校から？だったのに･･･｡と思われた方もいらっしゃる
かもしれません。学習指導要領の改訂で２０２０年４月から小学校
３年生以上で英語の学習が行われています。小学校で本格的に英語
の学習がスタートして今年で４年目を迎えます。英語に楽しく親し
み、読み書きや発音する Activity が中心です。本校にもＡＬＴの先
生が定期的に来校し、Native な英語にも触れられます。

【ＡＬＴと英語の授業】

【なりたい職業の造形】


